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あらまし  
講演者は，過去 25 年間，マルチメディアコンテンツ

の解析，特に視覚と言語（Vision and Language；V&L）
情報間の関係解析に取り組んできた．近年，両者に対

する処理ツールの進歩や実世界データの増加により，

V&L 情報間の一般的な関係を分析することが現実的

になりつつある．本講演では，そのような試みのうち，

1）単語や文の「心像性（ Imageability）」（心理言語学の

概念）を定量化し，心像性が異なるキャプションを生

成する制御可能な画像キャプショニングと，2）人間の

動きを擬態語で表現，また逆に擬態語から人間の動き

を生成することができるような，人間の動きと擬態語

の関係のモデル化について紹介する．このような研究

により，V&L 情報の間によこたわる，いわゆる「セマ

ンティックギャップ（Semantic gap）」を埋める端緒に

なると考えている．  
 

1. 制御可能な画像キャプショニング  
本研究で は， 心理言 語 学の概念 であ る「心 像性

（ Imageability）」に着目し，単語概念の想像しやすさ [1]
を定量化することを目指している．従来，心理言語学

分野では，大勢の被験者を対象とした心理実験により

定量化していたが，辞書作成に多大なコストを要する．

そこで，本講演では，多数のウェブ画像から抽出した

画像特徴の傾向と，単語自身の特徴及びその発音など

複数のモダリティから得られる情報に基づいて，自動

的に定量化する手法を紹介する．  
次に，このようにして任意の単語について定量化で

きるようになった心像性の度合と長さをパラメータと

して，出力文を制御できる画像キャプショニング手法

を紹介する．このような手法により，用途に応じた画

像キャプションを出力できるようになる．  
本研究の詳細については，文献 [1–5]を参照されたい． 
 

2. 人間の動きと擬態語の関係のモデル化  
本 講 演 で は 擬 態 語 ， 特 に 日 本 語 の オ ノ マ ト ペ

（Onomatopoeia）に着目し，その発音と人間の動きと

の関係をモデル化する手法を紹介する．このようなモ

デル化により，人間の動きを直感的に分かりやすく言

語で表現できるようになるほか，直感的な表現で人間

の動きを生成できるようになる．  
本研究の詳細については，文献 [7–9]を参照されたい． 
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